
１
月
24
日
、
42
名
の
参
加
で
市
北
部
の
平
方

山
谷
自
治
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
す
る
人
も
多
く
、
年
金
者
組
合

埼
玉
県
委
員
長
の
宇
佐
美
忠
利
さ
ん
（
東
越
谷

お
住
い
）
越
谷
市
議
の
山
田
大
助
さ
ん
も
参
加

し
ま
し
た
。

「
集
い
」
は
担
当
者
が
10
時
に
集
ま
り
、
豚

汁
と
ま
ぜ
ご
飯
と
サ
ラ
ダ
な
ど
作
り
、
「
野
菜

が
高
く
て
大
変
だ
ね
」
と
か
賑
や
か
に
行
い
、

台
所
が
狭
く
感
じ
ま
し
た
。
料
理
作
り
は
、
会

場
の
手
配
な
ど
今
回
も
お
世
話
に
な
っ
た
伊
藤

富
子
さ
ん
、
瀬
川
依
子
さ
ん
、
吉
田
和
子
さ
ん
、

と
早
川
初
枝
さ
ん
で
、
大
変
お
い
し
く
出
来
ま

し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
手
作
り
の
集
り
で

は
差
入
れ
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
瀬
川
、

川
原
、
大
野
、
坂
田
、
吉
田
（
健
）
、
大
喜
、

宇
佐
美
、
伊
東
（
正
）
、
大
久
保
、
飯
田
の
皆

さ
ん
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

前
々
日
の
大
量
の
雪
が
残
り
、
参
加
で
き
な

い
人
が
多
く
な
る
の
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
12

時
少
し
過
ぎ
に
、
広
瀬
さ
ん
の
司
会
、
吉
田

（

健

）

支

部

長

の

挨

拶

と

工

藤

顧

問

の

乾

杯

の

音

頭

で

始

ま

り

ま

し
た
。６

人

の

「

ハ

ー

モ

ニ

カ

演

奏

」

は

ユ

ー

モ

ア

の

あ

る

会

話

、

ユ

ル

ー

イ

感

じ

が

い

い

で

す
ね
。

恒

例

の

、

「

ど

じ

ょ

う

す

く

い

と

踊

り

」

（

平

野

さ

ん

、

小

松

さ

ん

、

吉

田

さ

ん

）

な

ど

も

楽

し

み

ま

し

た

。

そ

の

後

参

加

者

の

ひ

と

言

発

言

は
「
年
寄
り
の
話
は
よ
く
聞
い
た
方
が
良
い
」
、

な
ど
中
身
の
濃
い
ウ
ン
チ
ク
、
多
方
面
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

和
田
書
記
次
長
の
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
り

「
な
る
ほ
ど
」
と
感
心
、
そ
の
あ
と
、
誕
生
月

（
12
．
1
．
2
月
生
）
の
方
に
生
花
の
贈
呈

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
、
「
沖
縄
を
返
せ
」
を

み
ん
な
で
歌
い
、
最
後
、
み
ん
な
で
後
片
付
け

を
し
て
午
後
３
時
す
こ
し
過
ぎ
に
お
開
き
に
な

り
ま
し
た
。

会
場
に
は
「
安
倍
９
条
改
憲
・
Ｎ
Ｏ
！
３
０

０
０
万
署
名
」
も
置
か
れ
、
ま
た
、
沖
縄
の
名

護
市
長
選
挙
の
「
稲
嶺
勝
利
の
寄
せ
書
き
」
も

あ
り
、
政
治
、
社
会
的
発
言
、
文
化
的
、
生
き

方
、
趣
味
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
時
間
が
足
り

な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。
（
２
班
・
川
原
利
雪
）
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点

睛

昨
年
11
月
、
沖
縄
を
訪
れ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
短
期
間
で
あ
り
現
状
把
握
な
ど
不
十
分
さ

は
免
れ
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
の
人
の
話
や
雰
囲
気

か
ら
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
は
先
の
太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
が
急

激
な
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
勝
ち
目
の
な
い
中

で
、
日
本
の
体
制
を
守
る
時
間
か
せ
ぎ
の
た
め
、

日
本
領
土
内
唯
一
の
地
上
戦
を
強
い
ら
れ
、
県

民
は
20
万
人
の
死
者
が
出
る
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
は
当
時
、
本
土
の
防
波
堤
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
一
般
人
も
含
め
、
「
絶
対
に
降
伏
は
し

な
い
」
「
全
力
を
上
げ
て
死
ぬ
ま
で
戦
え
」
と

さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
爆
的
な
死
、
肉
親
に
よ

る
幼
児
殺
し
、
日
本
兵
に
よ
る
他
殺
、
餓
死
、

傷
病
死
な
ど
、
悲
惨
な
も
の
も
あ
っ
た
と
の
事

で
す
。

そ
し
て
戦
後
は
、
米
軍
占
領
下
に
お
か
れ
、

戦
争
避
難
中
あ
る
い
は
強
制
的
に
土
地
は
基
地

化
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
も
日
本
の
全
米
軍
基

地
の
74
％
が
沖
縄
に
集
中
し
て
お
り
、
減
少
は

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

基
地
が
あ
る
た
め
諸
弊
害
＝
殺
人
、
そ
の
他

の
人
身
事
故
、
環
境
、
産
業
、
文
化
、
風
俗
、

そ
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
弊
害
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
70
年
と
い
う
長
年
の
辛
抱
、
経
験
の
中

で
基
地
に
よ
る
利
益
よ
り
も
、
こ
れ
に
代
わ
る

活
用
の
方
が
、
利
益
が
大
き
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
「
軍
事
基
地
と
い
う
非

生
産
的
な
も
の
で
の
労
働
で
は
、
人
間
と
し
て

の
喜
び
に
も
、
成
長
に
も
結
び
付
か
な
い
。
そ

の
う
え
、
人
類
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
と
あ
っ

て
は
、
こ
ん
な
状
態
を
子
や
孫
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
な
ん
と
か
な
く
し
た

い
。
な
く
す
ま
で
粘
り
強
く
頑
張
ら
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
の
静
か
な
決
意
を
い
く
つ
も
耳
に
し

ま
し
た
。

（
栗
原
三
郎
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
と

踊
り
で
楽
し
い
集
い
に

「
新
春
・
誕
生
会
」

平
方
山
谷
自
治
会
館
で

次回の宣伝行動 ３月２１日(水曜日) １２時～１３時 南越谷南口

「
沖
縄
米
軍
基
地
を
子
や
孫

に
残
し
て
い
い
の
か
」
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